
 

データ  シート
Cisco Unified Presence Server 1.0
Cisco® Unified Presence Server は、 シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンの環境を最大限に活用するために不可欠なコ

ンポーネン トです。 Cisco Unified Presence Server は、 特定の時点に電話などの通信デバイスを使用しているかどうかなど、

ユーザのステータスに関する情報を収集します。また、Web コラボレーシ ョ ンやテレビ会議が有効になっているかどうかなど、

ユーザの通信機能に関する情報も収集します。 Cisco Unified Presence Server によってキャプチャされたユーザ情報を使用

して、Cisco Unified Personal Communicator や Cisco Unified CallManager などのアプリケーシ ョ ンは、最も効果的なコラ

ボレーティブ コ ミ ュニケーシ ョ ンを決定します。 これにより、 ユーザと社員のコ ミ ュニケーシ ョ ンがより効率化されて、 生産

性が向上します。

シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンにおける音声および IP コ ミ ュニケーシ ョ ンの製品およびアプリ ケーシ ョ ンは、コ ミ ュ

ニケーシ ョ ンを円滑にし、 ビジネス  プロセスの短縮、 適切な リ ソースの迅速な活用、 および利益の拡大を可能にします。 シス

コ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンの製品は、 シスコ  ビジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンに不可欠です。 シスコ  ビ
ジネス  コ ミ ュニケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンは、ネッ ト ワーク  インフラス ト ラ クチャ、セキュ リ ティ、ネッ ト ワーク管理の各製

品、 無線接続、 ライフサイクル サービスなどから構成されます。

製品概要

Cisco Unified Presence Server は、 Session Initiation Protocol （SIP） テク ノ ロジーを導入して、 エンタープライズ環境で新しい音声

サービスをサポート します。 SIP は、 さまざまな機能やサービスに適用されるセッシ ョ ンの確立および制御のためのコア セッ

ト を提供し、 この機能を使う こ とで音声ネッ ト ワークを拡張できます。 また、 Cisco Unified Presence Server には、 コア SIP のサ

ポート以外にも、 SIP for Instant Messaging and Presence Leveraging Extensions （SIMPLE） テク ノ ロジーを利用した機能によって、

Instant Messaging （IM） とプレゼンスの両方をサポート します。

Cisco Unified Presence Server は、 SIP プレゼンス  エンジンと  SIP プロキシ機能で構成されます。プレゼンス  エンジンは、ユーザ

のプレゼンスに関する情報 （通話中、 アイ ドル、 不在、 応対可能など） のほかに、 ユーザの機能に関する情報 （音声、 ビデオ、

IM、 Web コラボレーシ ョ ンをサポート可能かど うかなど） を収集し、 ユーザごとにデータを リポジ ト リに蓄積します。 この リ

ポジ ト リには、 各ユーザが利用しているアプリ ケーシ ョ ンや機能を使ってアクセスします。 独自のユーザ ルールおよびプライ

バシーを適用できるので、 権限を持つアプ リ ケーシ ョ ン とユーザのみがプレゼンス情報にアクセスするよ うに設定できます。

SIP プロキシ機能を使用する と、企業からプレゼンス と通常の SIP メ ッセージングの両方を、効率的かつ正確にルーティングで

きます。

Cisco Unified Presence Server は、さまざまなデスク ト ップ ク ライアン トやアプ リ ケーシ ョ ンと密接に統合されます。Cisco Unified
Presence Server を使用する と、Cisco Unified Personal Communicator （シスコのエンタープライズ デスク ト ップ ク ラ イアン ト ）は、

ク リ ッ ク  ツー ダイヤルの機能以外に、音声、ビデオ、および Web コラボレーシ ョ ンなどのさまざまな機能を実行できます。 さ

らに、 Cisco Unified Presence Server は、 Cisco Unified CallManager に接続された Cisco Unified IP Phone にコア IM サービスも提供

します。Cisco Unified Presence Server は、 IBM Sametime や Microsoft Office Communicator などのエンタープライズ デスク ト ップ

アプ リ ケーシ ョ ン との相互運用性もサポー ト しています。 また、 これらのデス ク ト ップ アプ リ ケーシ ョ ンが、 Cisco Unified
CallManager でサポート されている  Cisco Unified IP Phone でも動作するよ うにな り ます。
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主な機能と利点

標準ベースの SIP および SIMPLE ネッ トワーク  インターフェイス

Cisco Unified Presence Server は、 SIP または SIMPLE に対応したすべてのアプリ ケーシ ョ ンとネッ ト ワークに、 標準ベースのピ

ア リ ング環境を提供します。 実際には、 Cisco Unified Presence Server に保存されているユーザ ステータスを、 IETF 標準を使用

して要求し、 ステータス とプレゼンスを共有します。 SIP および SIMPLE 標準は、受信したメ ッセージングを定義して、 ステー

タス要求を開始および保存し、適切な応答を返します。導入されているサービスのニーズに応じて、Cisco Unified Presence Server
はステータス情報を収集および配布できます。

このよ うなインターフェイスの実装によって、 シスコ  パートナーがシスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ン ユーザ用に構築

した多数の付加価値サービスを相互運用させるための標準的な方法が提供されます。

Cisco Unified Personal Communicator のネッ トワーク  インターフェイス

Cisco Unified Presence Server を使用するこ とで、 Cisco Unified Personal Communicator のコア機能のサポート、 ユーザのステータ

スや機能などの個人データおよび個別のルールの設定と保存が可能になり ます。 また、 Cisco Unified Personal Communicator か
ら電話を操作した り、 ク リ ッ ク  ツー ダイヤル サービスを監視する こ と もできるよ うにな り ます。 安全性の高い環境によ り、

ユーザのパスワードからネッ ト ワーク接続情報や個人の電話帳まで、 この個人情報の整合性が確保されます。

IP Phone Messenger のネッ トワーク  インターフェイス

Cisco Unified Presence Server に付属する  Cisco IP Phone Messenger サービスは、プレゼンスに対応した電話帳を備えた IM ク ライ

アン ト を  Cisco Unified IP Phone に提供します。 リ アルタイムのコラボレーシ ョ ン機能によ り、電話のユーザは PC の前にいなく

ても、社員のプレゼンス  ステータスを即座に確認できます （図 1）。 また、短いテキス ト  メ ッセージを送受信するこ と もできま

す。 メ ッセージの多くは、 語句や文章のリ ス トから選択できるため、 電話機のキーパッ ドにメ ッセージを入力する手間を省け

ます （図 2）。 メ ッセージの受信者は、 メ ッセージに応答するか、 あるいは Dial ソフ ト キーを押すこ とによ り、 コール バッ クで

きます。 番号を調べたりダイヤルする必要はあ り ません （図 3）。

図 1 Cisco IP Phone Messenger の電話帳

図 2 作成済みのメ ッセージの選択
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図 3 Cisco Unified IP Phone でのインスタン ト  メ ッセージの受信

Cisco IP Phone Messenger ク ラ イアン トの機能は、 次のとおりです。

• Skinny Client Control Protocol （SCCP） モードでの Cisco Unified IP Phone 7905G、7911G、7912G、7920、7940G、7941G、7941G-
GE、7960G、7961G、7961G-GE、7970G、および 7971G の各モデルのサポート、SIP モードでの Cisco Unified IP Phone 7911G、

7941G、 7941G-GE、 7961G、 7961G-GE、 7970G、 および 7971G の各モデルのサポート

• 応対可能、 通話中、 通話中 （割り込み可能）、 着信拒否、 外出中、 休暇、 ログオフ表示、 または応対不可の各ユーザ ステー

タスを手動で設定

• Cisco Unified Personal Communicator を使用している場合、 電話機のアクティビティ と  PC のアクティビティに基づいて、 プ

レゼンス  ステータスを表示する電話帳 （ユーザごとに最大 100 件設定可能）

• 警報音と画面表示 （電話機のメ ッセージ ウェイティング インジケータ  ライ トの点滅） によって、 電話機のディ スプレイに

表示されるインスタン ト  メ ッセージの受信機能

• 1 つのボタンでインスタン ト  メ ッセージの送信者にコール バッ ク

• 受信したインスタン ト  メ ッセージの表示と消去機能

• インスタン ト  メ ッセージの作成または応答用の設定済みのメ ッセージ

Microsoft Office Communicator との相互運用性

Cisco Unified Presence Server を使用する と、Microsoft デスク ト ップ環境のユーザは、Cisco Unified CallManager に接続された Cisco
Unified IP Phone と相互運用できます。 Cisco Unified Presence Server は、 Microsoft Office Communicator のク リ ッ ク  ツー ダイヤル

および電話機のモニタ機能と、 関連するすべての機能をサポート しています。 このモニタ機能は、 Cisco Unified Presence Server
で Microsoft Office Communicator 機能を有効化し、Microsoft Office Communicator の使用を希望するユーザを識別するこ とで可能

になり ます （Microsoft Office Communicator でサポート されるすべての要件と機能のリ ス トについては、 Microsoft の仕様を参照

してください）。

製品のアーキテクチャと機能

ソフ トウェア構造

Cisco Unified Presence Server は、 Cisco Unified CallManager 5.0 と同じプラ ッ ト フォーム  インフラス ト ラ クチャを使用し、 Cisco
Unified CallManager 5.0 と共通のアプライアンス  モデルが適用されます。 Cisco Unified Presence Server アプライアンスは 1 つの

ソフ ト ウェア エンティティで、 GUI （グラフ ィカル ユーザ インターフェイス） を使用した管理機能へのアクセスが可能であ

り、 他のシスコ製品と同様の CLI （コマンド ライン インターフェイス） で初期設定と インス トールが実行できます。 情報の取

得は、 Cisco AVVID Extensible Markup Language （XML） や Simple Object Access Protocol （SOAP） などの標準インターフェイス

を使用して行われます。

Cisco Unified Presence Server 1.0 は、 Cisco Media Convergence Server （MCS） 7825、 7835、 または 7845 にロード して、 スタンド

アロン アプリ ケーシ ョ ンと して実行します。 Cisco Unified Presence Server 1.0 は、同じハード ウェア上で他のシスコ  アプリ ケー

シ ョ ンと共存させるこ とはできません。
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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サービサビリテ ィ

Cisco Unified Presence Server は、Cisco Unified CallManager 5.0 と同じソフ ト ウェア インフラス ト ラ クチャおよびハード ウェアで

実行されるため、 同じサービサビ リティを利用します。 さ らに、 Cisco Unified Presence Server は、 次の機能も備えています。

• アラーム — プレゼンス  エンジンと  SIP プロキシ コンポーネン トは、さまざまな障害例や予期しない動作に対応したアラー

ムを装備し、 IP Phone Messenger サービスは、 異常を識別するためのアラームを備えています。

• パフォーマンス  カウンタ  — プレゼンス  エンジンと  SIP プロキシ コンポーネン ト をサポート し、Cisco Unified Presence Server
を介して送信された実際のサブスク リプシ ョ ン、 通知、 登録、 およびインスタン ト  メ ッセージの数などのメ ト リ ッ クを追

跡するためのオブジェク ト とカウンタが定義されています。

• デバッグおよびト レース  ユーティ リティ  — 特定のト レース  データを記録、デバッグ、および分析するための System Diagnostic
Interface （SDI） ト レース機能がサポート されています。

• サービス  アクティベーシ ョ ン — Cisco Unified Presence Server のすべてのコンポーネン ト とサービスを起動、 停止、 および

再起動できます。 コンフ ィギュレーシ ョ ン エージェン ト などのコア ネッ ト ワーク  コンポーネン トは、 システムのブート時

に自動的に起動されますが、プレゼンス  エンジンや SIP プロキシなどの機能は、手動のアクティベーシ ョ ンによって起動す

る必要があ り ます。

• モニタ リ ング — Real Time Monitoring Tool （RTMT） は、 すべてのアラームに関する情報以外に、 ト レース とデバッグに関

する情報も提供します。

セキュリテ ィ

Cisco Unified Presence Server 1.0 のセキュ リティ  モジュールは、内部環境のセキュ リ ティ以外に、Cisco Unified CallManager、Cisco
Unified Personal Communicator、 および外部アプリ ケーシ ョ ン間の外部セキュ リティにも対応します。 セキュ リ ティ  モジュール

の機能は、 次のとおりです。

• プラ ッ ト フォームのセキュ リティ  — Cisco Unified Presence Server および Cisco Unified CallManager 5.0 内の共通インフラス ト

ラ クチャに対して定義されるアプラ イアンス  モデルには、 プラ ッ ト フォームにアクセスするための Secure Shell （SSH）

Protocol/Secure File Transport Protocol（SFTP）以外に、管理アプリ ケーシ ョ ンにアクセスするための HTTPS も含まれています。

• 内部アプリ ケーシ ョ ンのセキュ リティ  — Cisco Security Agent は、 基本的なアプリ ケーシ ョ ン セキュ リティの一部と して

Cisco Unified Presence Server をサポート しています。

• IP シグナリ ングと伝送のセキュ リティ  — Transport Layer Security（TLS）および IP Security（IPSec）によってサポート されます。

管理インターフェイス

サポート されている管理機能は、 次のとおりです。

• システム  データ とデフォルトのエンドユーザ データをプロビジ ョ ニングするためのシステム管理者 GUI
• エンドユーザを作成するための Bulk Administration Tool
• エンドユーザ サービス  データをプロビジ ョ ニングするためのエンドユーザ GUI

SIP および SIMPLE のプレゼンス機能

サポート されているプレゼンス機能は、 次のとおりです。

• SIMPLE コア機能 （RFC 2778 および 2779）
• プレゼンスのサブスク ライブ

• プレゼンスの通知

• プレゼンスの公開

• ウォ ッチャー情報と ウォッチャー情報テンプレート  パッケージ

• プレゼンス  イベン ト  パッケージ

• 登録イベン ト  パッケージ

• リ ソース  リ ス ト  サブスク リプシ ョ ン
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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• プレゼンス  データ情報の形式と拡張子 
• 豊富なプレゼンス拡張機能 

SIP プロキシの機能

サポート されている  SIP メ ッセージのプロキシの機能は、 次のとおりです。

• SIP コア プロキシ機能 （RFC 3261）
• IM ルーティング

• メ ソ ッ ドベースと イベン トベースのルーティング

• Domain Name System Service Record Capabilities （DNS SRV）

• アサート されたアイデンティティ

• 転送表示

各国語対応

Cisco Unified Presence Server 1.0 の最初のリ リースでサポート されているのは、 英語のみです。 今後、 ブルガ リ ア語、 カタロニ

ア語、 中国語 （簡体字、 香港、 および台湾） 、 ク ロアチア語、 チェコ語、 デンマーク語、 オランダ語、 フランス語 （ヨーロ ッ

パ） 、 フ ィンランド語、 ド イツ語、 ギ リシャ語、 ハンガ リー語、 イタ リ ア語、 日本語、 韓国語、 ノルウェー語、 ポーランド語、

ポルトガル語 （ヨーロ ッパ、 ブラジル）、 ルーマニア語、 ロシア語、 スペイン語 （ヨーロ ッパ）、 セルビア語、 スロバキア語、 ス

ロベニア語、 およびスウェーデン語がサポート される予定です。

製品仕様

表 1 に、 製品仕様を示します。

表 1 製品仕様

システム容量

Cisco MCS プラ ッ ト フォームには、 Cisco Unified Presence Server ソフ ト ウェアが必要です。 表 2 に示すユーザ サポート  レベル

は、 サービス と機能によって異なり ます。

表 2 システム容量

仕様 説明

製品の互換性 Cisco MCS 7825、 7835、 または 7845 プラッ ト フォーム

プロ ト コル SIP、 SIMPLE、 HTTPS、 AXL/SOAP、 SNMP （簡易ネッ トワーク管理プロ ト コル）、 CLI、 TLS、 Quick
Buffer Encoding （QBE）

接続 IP

機能 プレゼンス、 SIP プロキシ、 Cisco IP Phone Messenger、 Cisco Unified Personal Communicator、
Microsoft LCS 2005 との相互運用性

メモリ 2 GB 以上

信頼性とアベイラビリテ ィ Cisco MCS 冗長プラッ ト フォームによるハイ  アベイラビリテ ィ

プログラ ミング インターフェイス SIP、 SIMPLE

Cisco MCS プラッ ト フォーム ユーザ サポート 冗長性モード （MCS × 2）

7825 1,000 2,000

7835 2,000 4,000

7845 5,000 10,000
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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発注情報

シスコ製品の購入方法の詳細は、 シスコの代理店にお問い合わせいただくか、 シスコの Web サイ ト を参照してください。

Cisco Unified Presence Server ソフ トウェア

コア サービスのサポート を提供するには Cisco Unified Presence Server ソフ ト ウェアが必要です。 Cisco MCS 7825、 7835、 およ

び 7845 プラ ッ ト フォームで同一のソフ ト ウェア製品番号が使用されます。

表 3 Cisco Unified Presence Server ソフ トウェア

Cisco Unified CallManager のデバイス ライセンス

Cisco Unified CallManager 内のプレゼンス対応ユーザには、 デバイス  ライセンスが 1 つ必要です （表 4 を参照）。

表 4 プレゼンス対応ユーザのデバイス ライセンス

シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケーシ ョ ンのサービスおよびサポート

シスコシステムズとパートナーは、シスコのライフサイクル サービスの考え方を活用して、シスコ  ユニファイ ド  コ ミ ュニケー

シ ョ ン システムをサポートするための幅広いエンドツーエンド  サービスを提供しています。 これらのサービスは、 IP コ ミ ュニ

ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ンの構築、 運用、 および最適化に効果のある手法を基にしています。 たとえば、 早期段階に計画サー

ビスおよび設計サービスを活用する と、 厳しいスケジュール要件を満たすこ とができ、 導入作業中のネッ ト ワークの停止を最

小限に抑えます。 運用サービスを使用する と、 専門家の技術サポートによって通信の中断リ スクを軽減できます。 最適化サー

ビスを使用する と、 ソ リ ューシ ョ ンのパフォーマンスが向上し、 運用効率が高ま り ます。 シスコ とそのパートナーは、 耐障害

性の高い統合型ネッ ト ワークの構築および維持に役立つシステムレベルのサービスおよびサポート を提供し、 企業ニーズに対

応しています。

関連情報

Cisco Unified Presence Server の詳細については、 次の URL を参照して ください。

http://www.cisco.com/jp/product/hs/iptel/ups/

製品番号 説明

SW-UPS1.0-K9= UPS1.0 アプリケーシ ョ ン ソフ トウェアのライセンス

製品番号 説明

LIC-CM-DL-10= CallManager デバイス ライセンス、 10 ユニッ ト

LIC-CM-DL-100= CallManager デバイス ライセンス、 100 ユニッ ト

LIC-CM-DL-500= CallManager デバイス ライセンス、 500 ユニッ ト

LIC-CM-DL-1000= CallManager デバイス ライセンス、 1,000 ユニッ ト

LIC-CM-DL-5000= CallManager デバイス ライセンス、 5,000 ユニッ ト

LIC-CM-DL-10000= CallManager デバイス ライセンス、 10,000 ユニッ ト

LIC-CM-DL-25000= CallManager デバイス ライセンス、 25,000 ユニッ ト

LIC-CM-DL-50000= CallManager デバイス ライセンス、 50,000 ユニッ ト

LIC-CM-DL-100000= CallManager デバイス ライセンス、 100,000 ユニッ ト

LIC-CM-DL-500000= CallManager デバイス ライセンス、 500,000 ユニッ ト
© 2006 Cisco Systems, Inc. All right reserved.
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シスコシステムズ株式会社

〒107-0052 東京都港区赤坂2-14-27 国際新赤坂ビル東館

http://www.cisco.com/jp

お問い合わせ先 (シスコ コンタクトセンター)
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0120-092-255  (通話料無料)

電話受付時間 : 平日 10:00～12:00、13:00～17:00
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